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 インド登山年表 摘要 

                       2016/01/31. 

この「インド登山年表」は、標高約5000m以上の山、約2500座を下記の資料等か

ら抽出した1600-2015年の登山記録をもとに作成したものであり、登山年・登山期間

/月・山名・標高(「山名表」に準拠)・国名/合同隊・派遣母体(州名、山岳会名は略

記号で示したが、「山名表」の略記の項を参照されたい)、隊員数・隊長名・登頂者等・

参考文献/資料等の順にExcelで表に作成した。20151217版は、約3700隊の記録であ

る。登山年順と山名順の2つの表に作成した。 

日本隊の隊名・隊長名・隊員名・登頂者等は漢字を併記してあるが、ヨミカタが不

明のものもあり、正確ではないことをお断りしておく。参考文献/資料等はできるだ

け参照し易いように記したが「山名表」も参照されたい。 

「インド登山年表」は、A4判横組みとし、1欄に上記の項目を全部納めるため、8

ポで組んだ。20151217版は、登山年順111頁、山名順116頁である。このままでも拡

大鏡など使用すれば読めるが、パソコン上で拡大してみるか、A3判に拡大コピーすれ

ば読みやすい。 

山の位置やおおよその緯度経度は「山名表」を参照されたい。 

登山記録と資料はできるだけ原典にあたるなどして正確を期したが、調査には限界

があり、採録漏れや誤記もあると思う。お気付の点はご連絡いただきたい。改訂する

機会があれば、修正・追記する予定である。 

この表を加工して使用される場合は、作成者に連絡すると共に、出典を明記してい

ただきたい。連絡先・okim95@aol.com、T&Fax: 052-808-2777 (沖 允人/Oki Masato)  
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山名総括表 

Area Sub Area Total No Index No 

E.Karakorum Siachen(SIA) 137 9 

  Rimo & Mamostong(R&M) 136 20 

  Saser(SAS),Chanchemo(CC) 73 16 

  Sub Total 346 45 

Garhwal Garhwal Eastern 1(GE1) 114 51 

  Garhwal Eastern 2(GE2) 31 13 

  Garhwal Central(GC) 111 20 

  Garhwal Western 1(GW1) 27 16 

  Garhwal Western 2(GW2) 148 59 

  Sub Total 431 159 

Himachal Chamba(CA) 109 16 

  Lahaul (LE,LC,LW) 434 83 

  Spiti (SP) 115 38 

  Kinnaur (KN) 70 22 

  Sub Total 728 159 

Area Sub Area Total No Index No 

J &K Ladakh( LA, LA-S, LA-NW,etc.) 262 42 

  Rupshu (RP) 85 45 

  Kishtwar (KI-E, KI-W) 161 28 

  Kashmir (KA) 32 10 

  Pangong Range (PR) 71 10 

  Zanskar (ZA, ZA-N,ZA-DA,etc.,) 171 87 

  Sub Total 782 222 

Sikkim Sikkim  143 21 

Arnachal & 

Assam 
Arnachal & Assam 30 18 

  Sub Total 173 39 

Total   2460 624 

  


